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広
田
小
学
校
の
二
年
生
七
十
七

人
が
、
二
月
十
二
日
と
十
三
日
の

二
日
に
分
か
れ
、
豆
腐
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
こ

の
体
験
学
習
は
、
昨
秋
、
児
童
自

ら
が
収
穫
し
た
大
豆
を
使
っ
た
も

の
で
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
「
若

草
グ
ル
ー
プ
」（
清
川
と
し
子
会

長
）
の
方
々
か
ら
指
導
を
受
け
、

児
童
た
ち
は
目
で
楽
し
み
、
ま
た

舌
で
も
豆
腐
作
り
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

第
二
十
六
回
淡
路
く
ら
し
の
ひ

ろ
ば
展
が
二
月
七
日
、
淡
路
勤
労

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
清
水
光

子
さ
ん
（
長
田
）
が
兵
庫
県
こ
う

の
と
り
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
優
れ
た
住
民
活
動

を
継
続
し
て
実
践
し
て
い
る
方
に

贈
ら
れ
る
賞
で
、
清
水
さ
ん
は
緑

町
い
ず
み
会
員
と
し
て
、
地
域
の

食
生
活
改
善
運
動
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り

事
業
に
も
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
心

豊
か
な
美
し
い
兵
庫
づ
く
り
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
た
び
の

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ 清水 光子さん

▲ 豆腐ってこうやってできるんだ

s
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！！

一
月
三
十
一
日
、
淡
路
ふ
れ
あ

い
公
園
で
第
十
五
回
緑
町
ふ
れ

あ
い
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

約
二
百
五
十
人
が
、
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま

し
た
。

入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

1
／
10
マ
ラ
ソ
ン

①
多
田
恭
大
　
②
赤
松
弘
貴

③
西
野
達
大

1
／
20
マ
ラ
ソ
ン

▽
一
般
女
子
の
部

①
鯉
森
美
紀
　
　
②
炬
口
綾
香

③
林
　
若
菜

▽
少
年
の
部

①
中
尾
美
勇
志
　
②
多
田
恵
輔

③
松
岡
健
二

▽
少
女
の
部

①
奈
良
安
梨
沙
　
②
長
手
　
唯

③
炬
口
洋
子

1
／
30
マ
ラ
ソ
ン

①
松
岡
健
二
　
②
平
松
昌
基

③
佐
藤
大
地

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

○
献
血
日
　
十
二
月
十
五
日

○
場
　
所
　
県
立
淡
路
看
護
専
門

学
校

▼
四
〇
〇
ml

井
実
和
紀
、
久
保

田
雄
一
、
堤
平
、
奈
良
雄
規
、
石

浜
圭
子

▼
二
〇
〇
ml

長
尾
雅
吉
、
向
文
一

○
献
血
日
　
一
月
七
日

○
場
　
所
　
翠
鳳
第
一
病
院

▼
四
〇
〇
ml

有
馬
広
暁
、
石
田

和
博
、
岡
田
秋
廣
、
尾
崎
哲
、
川

添
昌
司
、
粂
川
昌
司
、
鯉
森
勲
、

郷
野
正
文
、
佐
々
木
祐
輔
、
谷
英

樹
、
長
尾
好
修
、
橋
本
拓
也
、
秀

充
浩
、
藤
井
正
彦
、
藤
原
洋
平
、

不
動
宣
浩
、
古
川
祥
司
、
前
谷
光

宣
、
石
田
晴
美
、
石
原
幸
子
、
打

越
美
幸
、
岡
田
美
恵
子
、
柏
木
美

紀
子
、
神
田
か
よ
子
、
近
藤
淑
恵
、

坂
本
佳
子
、
出
水
美
恵
子
、
中
川

香
理
、
中
川
友
佳
子
、
原
田
知
美
、

藤
原
か
お
る
、
山
口
弥
生

▼
二
〇
〇
ml

伊
吹
進
、
梅
本
正

弘
、
廣
地
睦
久
、
市
場
加
代
美
、

江
本
江
美
、カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
チ
エ
、

鯉
森
絵
梨
香
、
佐
川
見
代
、
島
田

真
弓
、
集
田
初
美
、
藤
田
弘
子

　石綿はその粉じん吸入により肺がんなどの重度の健康障
害をもたらす鉱物ですが、今回の「労働安全衛生法施行令」
の一部改正により、石綿を含有する建材、ブレーキなどの摩
擦材および接着材の製造、使用などが禁止され、平成16年
10月1日から施行されます。 
　これにより、ほぼすべての石綿製品（重量の1％を超えて
石綿を含む製品）の使用などが禁止となります。 

問い合わせ 

石 綿 製 品  
の製造、使用などが 

原則禁止 になります。 

兵庫労働局労働衛生課 1078－367－9153

　この制度を利用できる方は、（財）新エネルギー財団が実施する住宅用太陽光発電導入基盤整備事業に応募し、同財団
から予約番号の通知を受けた次のいずれかに該当する人です。 
1．自ら居住する町内の住宅（店舗と併用住宅を含む）に太陽光発電システムを設置する人。 
2．自ら居住するために町内の太陽光発電システム付き建売用住宅を購入、または太陽光発電システム付き住宅を新築する人。 
　以上の他に（財）新エネルギー財団に平成15年上期分（平成15年4月21日から平成15年9月30日消印有効）および、平成
15年下期分（平成15年10月1日から平成16年2月20日消印有効）の申請をされた方に限り、受け付けをしております。 

（財）新エネルギー財団の補助金額の1／2の額（1ｋｗにつき、財団から90，000円、町から45，000円）を助成します。ただし緑
町の補助対象となる出力値は4ｋｗを上限とします。 

役場まちづくり課・植野145－1760

○ 補 助 金 額  

○ 申し込み・問い合わせ 

○ 補助対象者 

①南あわじ市ごみ袋の販売を平成17年1月11日から開始し 
　ますので、1月11日以降は新市のごみ袋を使用ください。 

②移行期間として緑町指定ごみ袋の使用期限を平成17年 
　1月末日までとします。 

③緑町指定ごみ袋の買い置きが多量にある方は、現金交換 
　をいたしますので、平成16年11月30日までに役場住民生 
　活課で交換してください。 

＜問い合わせ＞役場住民生活課・原田145－1761

平成16年3月15日まで 

〈問い合わせ〉緑町子ども会事務局＝ 
役場教育委員会・河崎145－1766

　社団法人兵庫県子ども会連合会
では、昨年12月のイラン地震で被害に
遭われた方々に対し、イラン地震救済
見舞金の募金協力が行われます。
緑町子ども会（柴田亮平会長）では、
募金箱を設け、子どもたちの心を癒す
活動の手助けに取り組んでいます。 
　皆さんの温かいご支援ご協力をよ
ろしくお願いいたします。 

設置場所 

期　　間 

緑町役場 会計課前 

イ
ラ
ン
地
震 

救
済
募
金
箱
の
設
置 

イ
ラ
ン
地
震 

救
済
募
金
箱
の
設
置 


